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第 1茸においては, まず研究の対象となる公共土木工事の概念を明確にするため, 公共事業についてそ
の概要を述べ, 本研究で取り扱う公共土木工事の定義を行ない, あわせて公共土木工事の過去の推移と将
来の展望を概観している｡ 組織の解析的研究は, 従来抽象的な数学的表示にかたよっており, 数式に含ま
れている変数の測定法を欠いており, 実際の組織の活動の分析には不適当であるとし, これらの概要を述
べるとともに著者独自の情報伝達行列を用いた組織の解析法について説明している｡
第 2 茸は研究の対象とする公共土木工事の施工組織の現状を知るために, おもな発注官庁と業者の組織
および施工業務の内容を分析したものである. すなわち組織の一般的概念を把握するため, 組織の形式的
な構造 (代表的パターンとしてライン型, スタッフ型, ライン ･ スタッフ型) および古典的組織論と現代
的組織論における業務フローの一般原則について述べており, 代表的な河川工事および道路工事の業務フ
ローについて調べたところ, 予算に関する業務フローはほぼ同一であるが, 計画立案から施工完了, 維持
管理までの各段階における業務フローはかなりの差があることを明らかにしている｡ さらに建設業者数は
年々増加の一途をたどり, 雰細資本の業者が多く, その組織は受注産業であるため, 外的要因特に政府の
大規模プロジェクトに対して敏感であるとしている｡
第3章においては, 組織中のポス トを上位の順に行と列にもつ行列を考え, その要素にポス ト間の対話
時間をとると, 組織の人間関係は OD交通量と同様に取り扱えると述べ, この行列を情報伝達行列 と よ
び, その対角線上の要素は白作業と解され, ある日作業を含む行と列において, 自作業の要素より上方の
要素は上からの命令, 下方の要素は下からの報告, 左側の要素は上- の戟告, 右側の要素は下- の命令で





して, 情報伝達行列の確率的な構造研究し, その要素はOD交通量を求める手法 (簡便法, 情報理論によ




このような分析方法を用いて, 著者は二, 三の簡単な組織に対して, 組織内の非公式な対話の有無が各
構成員問の業務フローにいかなる影響を及ぼすかを明らかにし, 業務量の将来推計の有力な手法であると




事事務所の3事務所である｡ まず道路工事を改良工事とバイパス工事に分け, それぞれを平地部工事, 市
街地郡工事および山岳部工事に分解 したところ, 各ステイジおよびアクティビティとも業務フローとして
同一のバク- ンをもつことがわかった｡ 業務量は道路工事量と密接な関係をもつはずであるが, 業務量と
道路工事延長とが比例するA型, 業務量が, このA型のほぼ% となる｡ B型および業務量が工事延長に無
関係なC 型の3 種に作業を分類し, 単位延長あたりの標準業務量を延長係数となづけて, 延長係数を同様
にA, B, Cの3種の型に分けている｡ このようにして将来の総工事延長および総工事件数を与えたとき
の業務量が各ポス トごとに算出できるようになり, 与えられた工期の問に工事を完成するための必要人員
数あるいは新しい施工組織への改変なども検討することができるとしている｡
また新しい組織における親近距離を仮定することはきわめて困難であるので, 今後多くの事 務 所 に お
ける親近距離の現状推定が行なわれなければならないが, 現在の組織中における親近距離を算定すること
は理論的にも実際的にも困難な作業である｡ そこで親近距離を求める簡便法として, 会議というものを情
報伝達行列として表示することに成功したので, 組織における情報伝達を会議の重合と考える方 法 を と
り, このようにして求めた情報伝達行列から親近距離を逆算する方法を提案している｡
第5章は結論であって, 以上の成果を総括したものである｡



































を求め, 標準的な施工組織の設計ができるが, ピーク時業務量に対して設計する必要があると述 べ て い




析を行ない, 施工組織の設計に貴重な知見を与えたもので, 学術上, 実際上寄与するところが少 な くな
い｡ よって本論又は工学博士の学位論文として価値あるものと認める0
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